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。
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ア
ー
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の
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ア
ー
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の
窓

７月６日（水）～８月２１日（日）

休館日／毎週月曜日

（祝日の場合は開館し、火曜日が休館）

【関連企画】

出品作家によるシンポジウム：８月２１日（日）１４時～

館長または学芸員による作品解説：会期中毎週日曜１４時～

４月号『風の流れ』

坂元道子さんの表記が『坂本道子』になっておりました。お詫びして訂正いたします。

７月６日（水）～８月２１日（日）

休館日／毎週月曜日

香美アートアニュアルvol.10

－  パンデミックの先へ  －

『木のギフト』お便り紹介

にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

『ぷらっとホームMoku』のご協力により、南国市十市パークタウ
ン内で木のギフトを手に取ってご覧いただけるようになりました。
『ぷらっとホームMoku』のご協力により、南国市十市パークタウ
ン内で木のギフトを手に取ってご覧いただけるようになりました。

←場所等はこちらを

　ご覧ください

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

蒼大くん
　この度は、素敵な木のプレゼント
をありがとうございます。
　いまはまだ少し大きいので本棚と
して活用しています。
　いつかこの椅子に一人で座れる日
を楽しみに・・♪

※香美市から木のギフトを受け取ら

れた皆さんからのご感想、写真を募

集しています。

　投稿者の氏名、写真、写真に映っ

ている方の名前(ペンネームで構い

ません)、感想を、下記メールアド

レスまでお送りください。

▲強くて弱い人／前田幸来 ▲顔／島村悠

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、新生児訪問の際
にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp
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